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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
平
成
二
十
八
年
は
丙
申
年
と
の
こ
と
で
す
。 

今
年
は
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
形
に
な
っ
て
い
く
年
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
祈
っ

て
い
ま
す
。 

漸
く
長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
「
会
報
」
を
今
年
か
ら
発
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
と
は
ゆ
き
ま
せ
ん
が
で
き
る
だ
け
多
く

の
発
行
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

内
容
は
当
葉
山
シ
ル
バ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
や
皆
さ
ん
に
周
知
し
た
い

事
、
お
知
ら
せ
、
全
国
シ
ル
バ
ー
連
合
会
・
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
連

合
会
の
動
き
や
お
知
ら
せ
を
逐
次
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に

紙
面
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
活
動
の
様
子
等
も
記
事
に

し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
一
環
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
姿
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
か
ら
会
員
の
皆
様
が

切
磋
琢
磨
し
て
町
民
の
皆
様
か
ら
流
石
葉
山
シ
ル
バ
ー
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
団
体
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。 

 

葉
山
シ
ル
バ
ー
は
県
内
で
も
恵
ま
れ
た
団
体
で
町
民
の
皆
様
か
ら

多
く
の
仕
事
を
頂
き
件
数
で
毎
年
１
０
％
位
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
会
員
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
努
力
と
誠
意
あ
る
仕
事
の
賜
物
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

平
成
年
二
十
六
年
四
月
一
日
付
で
葉
山
町
生
き
が
い
事
業
団
か
ら

一
般
社
団
法
人
葉
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
、
人
が

成
人
式
を
終
え
大
人
に
な
っ
た
と
同
じ
で
一
人
前
の
団
体
と
な
り
多

く
の
高
齢
者
が
現
役
時
代
の
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
活
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

神
奈
川
県
は
「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、 

日
本
人
の
健
康
寿
命
は
男
性
七
十
一
・
一
歳
・
女
性
七
十
五
・
五
歳
、

世
界
で
一
番
と
の
事
、
誰
し
も
健
康
で
生
活
し
た
い
思
い
は
同
じ
と

考
え
ま
す
、
多
く
の
方
に
葉
山
シ
ル
バ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
各
自
の
持
っ
て
い
る
力
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
頂
き
た
い
と
考

え
ま
す
。 

 

現
在
会
員
数
は
百
七
十
名
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
更
に
多
く

の
高
齢
者
が
健
康
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
葉
山
シ
ル
バ
ー
の
一
員
に

な
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
生
き
が
い
を
感
じ
な

が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
も
、
現
会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
新
し
い
会
員

の
獲
得
、
勧
誘
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 
 
 
 

 

一
般
社
団
法
人 

葉
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
通
称
を 

「
葉
山
シ
ル
バ
ー
」
と
し
て
愛
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

一
般
社
団
法
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

葉
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

 

清
水 

博 
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葉
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
葉
山
シ
ル
バ
ー
）
の
行
っ
て
い
る
就
業
の
紹
介 

① 
植
栽
関
連 

当
葉
山
シ
ル
バ
ー
の
最
大
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。 

葉
山
町
内
の
公
園
や
児
童
遊
園
地
は
も
ち
ろ
ん
、
小
中
学
校
、

民
間
の
施
設
や
個
人
の
家
庭
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
頑
張
り
で
利
用
者
の
方
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。 

 

主
な
仕
事
の
内
容
は 

・
低
木
の
剪
定
、
枝
お
ろ
し
、
除
草
、
芝
生
の
刈
り
込
み
、

軽
土
木
作
業
、
水
遣
り 

・
ベ
ラ
ン
ダ
の
補
修
等
簡
単
な
大
工
仕
事
、
塗
装 

 

・
網
戸
の
張
り
替
え 

・
蜂
の
巣
駆
除 

 
 

 

。 

 

・
蜂
の
巣
駆
除 

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
第
一
で
利
用
者
に
感
謝
さ
れ
る
作
業
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

・
長
者
ケ
崎
駐
車
場 

・
葉
山
公
園
駐
車
場 

・
町
庁
舎
駐
車
場 

・
学
童
登
下
校
見
守
り 

 ②
駐
車
場
管
理 

③
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理 

管
理
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
等
施
設
は
十

数
件
で
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
受
注
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

④
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス 

 

電
球
の
取
り
換
え
、
室
内
家
具
移
動
、
玄
関
前
の
清
掃
な
ど 

三
十
分
以
内
の
簡
単
な
作
業
で
町
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え

て
い
ま
す
。 

⑤
葉
山
デ
ジ
タ
ル
倶
楽
部 

就
業
開
拓
委
員
会
を
中
心
に
パ
ソ
コ
ン
関
連
の
新
規
事
業
化
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
使
用
で
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は 

・
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催 

・
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
方
法
、
ト
ラ
ブ
ル
相
談 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
方
法 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成 

・
チ
ラ
シ
や
会
報
な
ど
の
作
成 

・
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
操
作 

方
法
等
で
す
。 
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配分金収入等に関する確定申告について 

       ～ 所得税の確定申告の時期がやってきています ～ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
皆
様
に
お
支
払
す
る
配
分
金
は
賃
金
、
給
与
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

（
雇
用
契
約
で
は
な
い
為
）
会
員
の
皆
様
の
所
得
税
は
自
己
申
告
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

い
わ
ゆ
る
所
得
税
の
確
定
申
告
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
具
体
的
な
数
値
を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
。 

所得金額の計算 例１  

＜厚生年金、国民年金等の公的年金とシルバー人材センターの配分金収入がある場合＞  

 公的年金等の収入金額が 150万円（年齢 70歳） 

 シルバー人材センターの配分金が 80万円（必要経費 10万円（交通費 材料費等）） 

 ＞公的年金等の所得（雑所得）＝150万円－公的年金等控除額 120万円 

 ＞シルバー人材の配分金（雑所得）＝80万円－雑所得必要経費控除額 65万円 

 ＞合計所得額 30万円＋15万円＝45万円 

  所得金額の計算 例２  

＜厚生年金、国民年金等の公的年金とシルバー人材センターの配分金及び生命保険契約の 

年金収入がある場合＞ 

 公的年金等の収入金額が 150万円（年齢 70歳） 

 シルバー人材センターの配分金が 80万円（必要経費 20万円（交通費等）） 

 生命保険契約の年金が 60万円（必要経費 50万円） 

 ＞公的年金等の所得（雑所得）＝150万円－公的年金等控除額 120万円 

 ＞シルバー人材の配分金（雑所得）＝80万円－必要経費控除額 20万円 

 ＞生命保険契約の年金（雑所得）＝60万円－必要経費控除額 50万円 

 ＞合計所得額 30万円＋60万円＋10万円＝100万円 

（注）雑所得に対する必要経費控除額は実際の必要経費が 65万円以上の場合は実際の必要経費額

になります。但し、例１のように実際の必要経費が 65万円未満の場合は、収入が 65万円以上

であれば 65万円が必要経費として控除できます。 

上記例は一般的な計算例です。詳細は最寄りの税務署にお尋ねください。 

公的年金等の収入金額の合計が 400 万円以下で公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が

20万円以下の場合は確定申告の必要はありません。また、計算した合計所得額が基礎控除の

38万円以下なら申告は不要です。但し、所得税の還付を受けるためには申告が必要です。 

 

４ 

 

事
務
局
便
り 

 

葉
山
シ
ル
バ
ー
の
会
報
創
刊
号
を
お
届
け
致
し

ま
す
。
会
報
名
は
「
は
っ
ぴ
ー
シ
ル
バ
ー
Ｈ
Ａ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
」
に
し
ま
し
た
。
平
仮
名
、
カ
タ
カ
ナ
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
葉
山
の
住
民
の
皆
様
の
多
様

性
と
会
員
の
皆
様
の
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
ス
キ

ル
、
知
識
、
経
験
等 

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
才

能
を
表
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
お
蔭
様
で

生
き
が
い
事
業
団
時
代
よ
り
数
え
て
十
六
年
経
過

し
、
事
業
規
模
も
順
調
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
会
員
数
は
百
七
十
名
を
超
え
会
員
同
士
の

意
思
疎
通
や
情
報
の
共
有
等
で
会
報
の
果
た
す
役

割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

読
み
や
す
く
、
活
用
さ
れ
、
皆
様
に
役
に
立
つ 

会
報
に
な
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
員
皆
様
の
御
支
援
、
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を 

心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

《 

投
稿
募
集 

》 

会
報
に
載
せ
る
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

写
真
・
川
柳
・
俳
句
・
趣
味
・
特
技
、 

 

最
近
の
出
来
事
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
、
面
白

か
っ
た
こ
と
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
た
こ
と
な
ど
、

何
で
も
結
構
で
す
。
ど
う
ぞ
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

会
報
編
集
は
葉
山
デ
ジ
タ
ル
倶
楽
部
の
メ
ン
バ

ー
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

齋
藤 

力
、
金
江 

進
、
青
木 

陽
子 
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長
者
ヶ
崎
駐
車
場
の
奥
に

池
沢
物
産
経
営
の
御
み
や
げ
・

食
事
処
が
あ
り
ま
す
。
昔
な

が
ら
の
ラ
ー
メ
ン
と
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
は
い
つ
も
長
者
ヶ
崎

へ
訪
れ
る
人
た
ち
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
お
店
に
入
る

と
、
先
ず
目
に
入
る
の
は
長

者
ヶ
崎
海
岸
と
眼
前
に
そ
び

え
立
つ
富
士
山
で
あ
る
。
左

手
に
は
長
者
の
突
端
が
見
え
、

右
手
に
は
ビ
ー
チ
と
御
用
邸

の
た
た
ず
ま
い
が
静
か
に
坐

し
て
い
る
。
そ
ん
な
風
景
を

側
に
し
な
が
ら
食
べ
る
ラ
ー

メ
ン
は
至
高
な
味
わ
い
で
あ

る
。
か
つ
て
、
富
獄
三
十
六

景
を
描
い
た
北
斎
も
、
き
っ

と
こ
ん
な
情
景
を
見
て
絵
筆

を
執
っ
た
の
か
と
思
っ
て
し

ま
う
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
き

な
が
ら
食
事
が
で
き
る
の
は
、

こ
の
お
店
し
か
な
い
。
富
獄

三
十
六
景
に
描
か
れ
た
と
同

じ
よ
う
な
背
景
を
楽
し
む
な

ら
、
こ
の
お
店
を
薦
め
る
。

こ
の
海
岸
に
は
釣
り
船
を

営
む
オ
オ
モ
リ
ボ
ー
ト
が
あ

る
。
釣
り
客
を
葉
山
沖
へ
曳

航
す
る
。
ボ
ー
ト
の
乗
員
は

二
人
が
限
度
ら
し
い
が
五
隻

前
後
の
ボ
ー
ト
を
曳
い
て
沖

に
出
る
様
は
、
岸
辺
か
ら
見

て
い
る
と
船
団
が
連
な
り
勇

壮
な
感
じ
が
す
る
。
天
候
が

良
け
れ
ば
、
三
時
に
は
岸
へ

戻
る
。
駐
車
場
に
上
っ
て
く

る
姿
は
魚
と
の
闘
い
を
終
え
、

釣
り
人
は
爽
快
な
顔
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

見
て
い
る
だ

け
で
魅
力
的

だ
。
自
然
が

創
っ
た
恵
と

格
闘
を
し
、

日
常
生
活
と

決
別
し
て
い

る
解
放
感
が

羨
ま
し
い
。

ト
テ
キ
ス
ト
テ
キ
ス
ト
テ

第１号 shiruba-kaihou 平成28年2月1日

見晴らし
日本一
味一番！
-池沢物産-

町
角
コ
ラ
ム

（

釣
り
ボ
ー
ト
・
オ
オ
モ
リ
ボ
ー
ト
店

）

曳
き
船
で
ラ
ク
ラ
ク
！
ボ
ー
ト
釣
り

（
見
晴
ら
し
日
本
一

池
沢
店
）

長者ヶ崎の先端にはスタンドアッ

プパドル LASERA HAYAMA
（ラ・セーラ葉山）のお店がある。

美人のオーナーと精悍なインストラ

クターが親切に明るく指導してくれ

るお店。体験とスクールをリーズナ

ブルなお値段で提供してくれます。

朝、ラ・セーラスタッフが駐車場

へ入庫する時、清々しく、笑顔で挨

拶をされてしまう。気おくれして挨

拶をする始末。世界共通な笑顔って

こういう事なのかと感心してしまう。

きっと、インストラクターに教わっ

たお客さんは気持ち良く上達するだ

ろうな・・と想像してしまう！。

ラ・セーラ葉山

（ー 紹 介 欄 の 連 絡 情 報 入 手 先 ー）

＊ 池沢物産ーー→ 046-875-1720

＊ ラ・セーラ葉山ー→ 046-875-9449
URL-- http://www.laserahayama.com/

＊ オオモリボートー→ 090-7017-7305 or 090-1776-6586
URLーーhttp://www.ohmoriboat.com/



長者ヶ崎はかながわ景勝50選の１つに選ばれています。岬にま

つわる秘話は多いのです。だから諸説紛々！な場所でもあります。

遠い昔からの伝承や古文書から想像するとおぼろげにシルエット

がみえてくる。古くから葉山に住んでいる人々に聞いてみました。

（長者ヶ崎の名前の由来？長者が崎海岸の東側の洞穴はい

つからある？道路はいつから？岬の先に入れますか？）

岬の名は昔は長蛇ヶ崎と呼んでいたらしい？。御用邸近く

の旅館もそんな名前だった。明治20年代に割烹旅館があり、

当初は「長蛇園」と呼び、いつの頃からか「長者園」となり、

「前浜」は「長者園の浜」になり、いつのまにか「長者ヶ崎」

と呼ばれていたようです。鎌倉時代、配流中の頼朝が三浦大

介の招きで長者ヶ崎付近で休んだ時に案内の芦名三郎が昔、

木々を植えた長者がいて、その山を葉山と呼び松原を長者ヶ

崎と呼んだと言われているそうです。（*^_^*）そして、そ

こには長者を名乗る者がいて地域を治めていたとか？。その

長者のその後は分からない。($・・)/~~~

「洞窟の事」戦前に釣り堀屋さんが洞穴を掘って、その周

りに釣り堀を営んでいました。御用邸近くにも釣堀があった。

終戦前はその洞窟に陸軍の砲台（対軍艦砲撃洞窟陣地）が設

置されていたのです。怖い物が近くにあったんですね！

(＠_＠;)！！

「道路の事」道路が造られたのは戦後に米軍が来て山を崩

し道路を作りました。その土で今の駐車場になったとか？バ

ス往路の中継点でもあったそうですが？山をいきなり、崩し

たものだから崩れやすく（大崩）や（かけおり）の名前の由

来になっているみたいですね。

よく聞かれるんですが、「岬の先端に行けるの？」

私も行きたいと思っていますが、今は山の崖が崩れやすく、

町役場では先端に行くのは禁止しているそうです。駐車場の

東の崖には地域緑化のボランティア（月に一度、清掃に来て

くれます）の皆さんが作った道があるぐらいです。

次回へ続く

東・三崎側からの長者ヶ崎 洞窟が見える

～ 地域の証言者が語った岬の秘話 ～
筆者 高田順一郎丸

－－ 町角コラム 岬の秘話編集・後記 －－

記 高田順一郎丸

創刊号からコラムと秘話を担当するのはいささか難儀では

ありましたが、今回は出足のランニングとして、本人し

か感じ得ない事を掲載させて頂きました。

次回からはもっと、研究の成果を反映した内容で掲載で
きればと思っています。 以上です
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